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   1) "Panfruan S" was administered to 21 patients with various urinary tract infections 

with satisfactory results, being 85  % of effectiveness. 

   2) Even with a long-term administration of "Panfuran S", no serious side effect was 

observed except for slight anorexia. 

   3) It will be concluded that "Panfuran S" is  one  of the distinguished bacteriostatics 

for urinary tract infections.

　 　　 　 　　 　 1　 緒 　 　 　 言

　 ペ ニ シ リン の発 見 が 感 染 症 治 療 に 一 大 改 革 を

もた らし て以 来,人 類 は抗 生 物 質 に 多 大 の恩 恵

を こおむ っ て きた.し か し最 近 抗 生 物 質 の濫 用

のた め,耐 性 病 原 菌 が 出現 し尿 路 感 染 症 にお い

て も,そ の例 外 と な り得 な い現 状 で あ る.

　 今 回富 山化 学 工 業 株 式 会 社 よ りパ ソ フ ラ ンS

が 製 剤 化 され,す で に耐 性 赤 痢 菌 に 対 しては 優

れ た 治 療 成 績 が 報 告 され て い る.わ れ わ れ も パ

ソ フ ラ ソSの 提供 を 受 け 各 種 尿 路 感 染 症 に使 用

した ので,そ の成 績 の 概 要 を こ こに 報 告 す る.

　 　　 　 　 パ ン フ ラ ンSに つ い て

　1960年 ニ トロフラン核 とア ミノトリアジン核 とが不

飽和エチ レン鎖 に よって連合 した化合物で あるパ ンフ

ラソが発見 された,そ の後 この母核か ら種 々の誘導 体

の合成研究がな され,基 礎研究な らびに臨床応用の結

果,次 の物質が最 もす ぐれている ことが確認 され,バ

ンフラソSと 命名され た.

　 パンフラソSは 味が ほとんどな く,水 お よび一般の

有機溶剤に溶け難 く,ジ メチルポルア ミドにはやや溶

　　　 　　　　 パ ンフランS構 造式

認L・H・=r.・H《N一嘉〉-N〈器::1

　 3-Di(hydroxymethyl)amino-6-(5-nitro-2-

　　　 　furylethenyl)-1,2,4-triazine

け易 く約157度 で 分解す る.黄 色結晶性 粉末で上記 の

構造式を有 している.(本 剤は1錠 中上 記の成 分を250

mg含 んでい る)

　　　 　　　　　∬　 臨 床 経 験

　 1)治 療対象お よび投与方法

　我 々は当教室 の外来お よび入院患者 よ り21例を選ん

で投与 した。治療 した対象 は,第1表 に記 した如 くで

ある.な お診断には臨床所見 ならび に大部分は膀胱鏡

検査等を もって確認 した.投 与方法は原則 として1回

量250mgを6時 間毎,す なわち1日4回 計19を 経

口的に投与 した.

　 なお ユ日1.59投 与を行なった一部 の症例 もあ るが,

これは副作用検討の意味 も兼 ねてい る.

　投与期間は最短5日,最 長30日 で あった.効 果 の判

定は 自他覚症状お よび尿培 養の両老が1週 間以内に消

失 した症例を著効例 とし,そ れ以上 の期間を要 した症
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第1表

症 例

鱗 令幽 診断名

1 9

24

3

4

12

40

ε

♀

♂

♀

急性出血性
膀 胱 炎

〃

〃

急性膀胱炎

経 過

主 訴傍 鑛

鞭 扉轟艮馨
懸 戚 臨 射と内服
分毎)1

3日 来血尿

頻尿

尿 所 見

(菌)

饗雁 齋 肇
(大腸菌)

十ト 十 惜+

(ブ ドウ球菌)

十 昔 十

(大腸菌)

鰻繍 無 網・
÷ 十 十

(大腸菌)

膀胱鏡所見

5 38 ♀

施 行せ ず

〃

〃

三角部充血

2日 来排尿
〃

陣・残尿感1
1(失麟1詐,1調 全艦 舶
1一ナ ス)

パ ソ フ ラ ソ

S投 与 量
1日(mg)

500×7

250×5

750×7

1,00G×12

治療経過

6

7

8

27

40

39

941

10

11

12

50

48

60

症失
状日
消数

4

5

4

10

1・OOO×Sl4

・-lk日 糊 ・日酬

♀

♀

♀

〃

〃

慢性膀胱炎

　

10日来排尿1

痛・残尿感1

総 響1

盗藁護懇 貯フ・

+

(嶽 い 三角部充血11・・…15il・

♀

♀

〃

〃

鎚轟状蒙菌牌 謙
・ 昔 刑 耕

(大腸菌)
全般に充血

1・000×815

÷ 十 →十

(変形菌)

灘 鷲 サルフ・剤 ・1÷ ÷臣
も不快感 航 生物 質 (大腸菌)
1年 来時 々

残尿感,排
尿痛

サル ファ剤
抗 生 物 質

÷国++

(大腸菌)

i,OOO×4

頸 部 充 血1,000×9

頸 部発 赤

三角部充血

1,000>く15

1,000×14

3

5

10

7

悪日効果
失数

7

5

7

12

5

15

6 〃

8

2年 前 よ り

痺痛,頻 尿
(1日18回)

抗生物質使
用

÷ ÷■ ・

(大腸菌)
全般に浮腫 1,000×30

窪

9

15

14

不変1穫

著効

〃

〃

有効

著効

〃

有効

著効

有効

〃

〃

無効

備考

13

14

15

16

17

18

19

20

21

54

29

39

27

34

29

39

56

51

♂

♀

♀

♀

6

♂

ε

6

〃

〃

腎 孟 腎炎

〃

〃

縄 継1鷲生撒
十 十 十 →十

(大腸菌)

全般に高度
浮腫

残尿感
(時々)

3年 前 よ リ サル フ ァ剤 ÷1÷1÷ 「÷1

抗生物 質使(大 腸菌,
用 一ナス)

トリコモ施 行 せ ず

薯具柵 箔翻
3日 来高熱

4日 来高熱
3日 抗 生物
質にて軽快
せず

什1+1÷1冊

(大 腸 菌,ブ ドウ球

菌)

廿 冊+国

(大腸菌)

什 矧 ・ 朴

(大腸菌)

〃

〃

〃

1,000×28

1,000>〈15

1不変不 変

1

12 15

やや食
欲不振

〃

有効

響 辮 魏尿i駕酬(繍 汁
前 立 腺 炎不快感 抗 生 物質

前立腺炎購 繍

・罐 駿1 抗生 物 質

÷ ÷1・i升

(ブ ドウ球菌)

÷1++i・

(大腸菌)

÷+「 矧 暮

(大腸菌)

{1
,000>(3「 21,1著 効

1,000×7

1,000×7

2

4

〃 1,000×73

7

7

5

〃

〃

〃

尿管結
石

〃
1,000×3

(中 止)

尿管結
石捌除
後

〃

小指大の腫
瘤 あ り,全
身 に浮腫

無効魔 欲不

1・OOO×1「10112 有効1

1,。。。。、,1不変 不変1無菰 や食
欲不振
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例 を有効例 とし,両 者 の消失 しない症例を無効例 とし

た。

昭和40年10月 か ら昭和41年 ユ月中旬 までにパ ンフラ

ンSを21例 に使用 した.治 療成 績の大要は第1表 に示

す ごとくである.以 下代表 的な 症例を 挙げて 記 述す

る.

症例No.1急 性 出血性膀胱炎

患者 は9才,男 性.

来院3日 前 よ り突然排尿痛,頻 尿(10分 毎)を とも

な った血尿に気付いた.某 医にて3日 間内服 の治療を

受けたが軽快せず来院 した.

尿は高度の出血あ り尿培養に より多数 の大腸菌を認

めた.そ こで本剤1日500mgを4日 間投与 した とこ

ろ,自 覚症状 は消失 し,7日 目には大腸菌 も陰性 とな

つた.

症例No.ユ1慢 性膀胱炎

患者 は48才,女 性.

約1年 前 より,尿 混濁,頻 尿,残 尿感を訴え,サ ル

第2表 患者の尿細菌感受性試験

薬 剤 名

ペ ニ シ リ ソ

ジ メ トキ シ フ ェ ニ ール

ス トレ プ トマ イ シ ソ

カ ナ マ イ シ ソ

テ ト ラ サ イ ク リソ

オ キ シ テ トラサ イ ク リン

ク ロラ ム フ ェ ニ コー ル

エ リ ス β マ イシ ソ

ロ イ コ マ イ シ ン

ノ ビ オ イ シ ン

コ リ ス チ ソ

フ ラ ド リ ゾ ソ

エ リ ス ロ マ イシ ン

オ レア ソ ドマ イシ ソ

サ ル フ ァ 剤

イ ソ キ サ ゾ ー ル

イ ソ メ ゾ ー ル

イ チ ゾ ー ル

イ ソ ミ ジ ソ

メ トキ シ ピ リタジ ソ

フ ェ ナ ー ゾ ー ル

ジ メ ト キ シ ソ

メ ト ミ ジ ソ

阻止
濃度

u

μ9

μ9

μ9

μ9

μ9

μ9

μ9

μ9

μ9

300U

15μ9

μ9

μ9

μ9

μ9

μ9

mg

μ9

μ9

μ9

μ9

判 定

酬1謂 、麟,

十

U:Unit/m1μg:μg/m1μg:μg力 価/m1

判 定 帯 は 極 め て感 受 性,粁 は か な り感 受性,

+は や や 感 受性,一 は 耐 性.

アア剤抗生物質 の投与を受けたが症状は時 々再発 し完

全治療 にはならなか った.尿 細菌感 受性試験は第2表

に示す,

コリスチソを1日6錠 を14日 間投与 したが症状 は軽

快 しない.故 にパ ソフランSを1日1,000rng7日 間

投 与 したと ころ,症 状 はとれ14日 目には菌(大 腸菌)

の消失 を見 た.そ れ以後現在 まで再発は していない.

症例No.16腎 孟 腎炎

患者 は39才,女 性.

左腎尿管結石 の診断 にて入院,手 術 の予定前,3日 前

よ り高熱を訴 えた,尿 検査,レ ソ トゲソ検査に より腎

孟腎炎 と診断 した,尿 細菌感受試験は第2表 に示 す.

カナマイシソ192日 間筋注 したが下熱 しないので手

術を延期,コ リスチ ソ1日6錠 を3日 投 与 したが症状

は変 らず,パ ンフラソSを1日1,000mg投 与 したと

ころ2日 目には平熱 とな り3日 目には尿中膿球,細 菌

の消失を認めた ので翌 日手術を施行,術 後経過は良好

で14日 後 に退院 した.

症例No.17腎 孟腎炎

患者 は34才,男 性.

右 腎結石捌除後15日 目よ り発熱あ り,尿 検査,レ ソ

トゲ ン検査等 によ り腎孟腎炎 と診断.尿 細菌感受性試

験は第2表 に示す.パ ソフラソSを1日1,000mg投

与 した ところ,3日 目に平熱 とな り,7日 目には大腸

菌 も尿所見 も消失 し2日 後に退院 した.以 後現在 まで

再発は していない.

2)治 療 成 績

全例21例 につ いてそれぞれ の年令,性 別,臨 床的診

断,主 訴,尿 所見,病 原菌,膀 胱鏡所見,投 与量,治

療経過,治 療効果お よび副作用は第1表 に示す ごとく

であ るが,疾 患 別使用効果,な らびに起炎菌因別治療

効果について表示すれ ば第3表,第4表 に示す ごとく

であ る.す なわち,急 性 出血性 膀胱炎3例 す べて著

効,急 性膀胱炎5例 中3例 著効,2例 有効,腎 孟 腎炎

第3表 疾患別使用効果

疾 患 名

急性出血性膀胱炎

急 性 膀 胱 炎

慢 性 膀 胱 炎

腎 孟 腎 炎

尿 道 炎(単 純性)

前 立 腺 炎

症 例

3

5

7

3

1

2

効 果

著効 有効1鰍

3

3

0

3

1

0

0

2

4

0

0

1

O

O

3

0

0

1一
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第4表 起炎菌別治療効果

609

起 炎 菌

大 腸 菌

ブ ド ウ 球 菌

変 形 菌

大腸菌,ト リコモナス

大腸菌,ブ ドウ球菌

連 鎖 球 薦

未 定(培 養せず)

症 例

13

2

1

2

1

1

1

効 果

著列 鯛1㈱

6

1

0

王

1

0

1

4

0

1

1

0

1

0

3

1

0

0

0

0

0

・中 ・i・1・

3例 すべ て著効 のす ぐれた結果を得たが,慢 性膀胱炎

7例 中4例 有効,3例 無効 な どの結果 を得 た.起 炎菌

では大腸菌 が最 も多数 を占めたが,そ の他各種 の細菌

が証明 され,ま た混合感染 もみ られ たが,そ の効果は

ほぼ満足すべ き もの と思える。

3)投 与量 と副作用

大部分の症例 に1日1,000mg4回 に分服投与 した.

最高投与例は,309で あったが副作 用は3例 で軽度 の

食欲不振があ りそれ 以外は特記す ることはなか った.

皿 考 案

近時一般感染症 の治療において耐性菌の出現

が重要な問題となっている.

泌尿器科領域においても尿中から分離培養さ

れた細菌について各種抗生物質に対 し感受性試

験を行なって見るに,抗 生物質に対 し耐性を示

す菌が以外に多い ことはわれわれが臨床上日常

経験 している.こ の時にあたり抗生剤との交叉

耐性の認められない治療薬 として合成研究され

たパソフラソ§が知 られるようになった.

われわれのパンフラソSの 成績では使用例数

は未だ少 く,か つ臨床症状および臨床検査の範

囲内での治療報告であるにすぎないが,そ の結

果は21例 中有効率85%の かなりの効果を得,ま

た各種細菌混合感染に対 しても,ま た抗生物質

耐性菌に対 しても本剤の治療効果は比較的優秀

なことを示 した.

ただし,慢 性膀胱炎3例,前 立腺炎 ユ例はパ

ソフラソS投 与にもかかわらず尿中細菌の再出

現,あ るいは陽性持続を示したことは現在まで

種々の抗生物質の治療を受けた例ではあるが,

他の化学薬剤同様に治療困難を示す とともに,

さらに投与量,投 与方法等に再検を要するもの

と考える.

1V結 語

1)各 種尿路感染症21例 にパンフランSを 使

用し有効率85%の 満足すべ き成績を得た.

2)パ ソフラソSは,連 用によっても副作用

は軽度の食欲不振のみでその他重大な副作用は

認められなかった.

3)以 上の結果からパンフラソSは 尿路感染

症に対 して優秀な抗菌物質であると考 える.
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